
深草地域のデジタルマップ  VRで体感

『城州伏見町図』
（江戸時代）

平成28（2016）年　・京都工学院高等学校新設
平成23（2011）年　・伏見稲荷大社千三百年祭

平成17（2005）年　・藤森神社鎮座千八百年祭並びに 式年遷宮五十年祭

昭和63（1988）年　・立命館中学校・高等学校開校（平成26年移転）
昭和61（1986）年　・藤城小学校開校
昭和45（1970）年　・京都市電伏見線、稲荷線廃止
昭和44（1969）年　・西浦町に深草合同庁舎開設（支所・保健所）
昭和41（1966）年　・京都教育大学附属高等学校移設／・鞍ヶ谷でトウヨウゾウの化石発掘
昭和39（1964）年　・名神高速道路の全通
昭和35（1960）年　・龍谷大学深草学舎完成
昭和32（1957）年　・京都学芸大学が北区から現在地に移設（昭和41年京都教育大学に改名）
昭和28（1953）年　・深草支所設置
昭和24（1949）年　・聖母女学院創立／・練兵場跡を深草西浦町と命名
昭和23（1948）年　・藤森中学校開校
昭和22（1947）年　・深草中学校開校
昭和20（1945）年　・太平洋戦争の終結により陸軍関連施設の閉鎖
昭和12（1937）年　・深草第四尋常小学校開校（砂川小学校の前身）
昭和7（1932）年　・深草第三尋常小学校開校（藤ノ森小学校の前身）

大正11（1922）年　・町制施行により深草村から紀伊郡深草町となる（10月）
大正9（1920）年　・京都市立工業学校分教場が設立（伏見工業高等学校の前身）
大正5（1916）年　・深草第二尋常小学校開校（稲荷小学校の前身）

明治43（1910）年　・京阪電車（五条―天満橋間）開通
明治41（1908）年　・陸軍第十六師団、深草に設置
明治40（1907）年　・京都衛戍（陸軍）病院設置
明治37（1904）年　・京都電気鉄道稲荷線開通
明治29（1896）年　・陸軍歩兵第三十八連隊、深草に設置
明治28（1895）年　・京都電気鉄道伏見線開通
明治27（1894）年　・鴨川運河が通水し、琵琶湖疏水が伏見までつながる
明治22（1889）年　・市町村制施行により紀伊郡が発足／・紀伊郡深草村が設置
明治12（1879）年　・官設鉄道東海道線（京都－稲荷－大谷）開通

元治元（1864）年　・元治甲子戦争（禁門の変）「深草直違橋一本松の戦い」
天明5（1785）年　・伏見義民（伏見奉行小堀政方の悪政を幕府に直訴）

貞観2（860）年　・藤原良房が清和天皇を招いて「深草貞観の祭」を催行

神功皇后摂政3年　・神功皇后により「藤森神社」が創建（社伝）

・稲荷山・大岩山丘陵で狩猟生活が始まる縄文時代

令和3（2021）年　・京都奏和高等学校創立・開校（伏見工業高等学校跡地）令和時代

平成9（1997）年　・深草総合庁舎開庁／・JR藤森駅開業平成時代

昭和6（1931）年　・深草町が京都市に編入、伏見区新設昭和時代

大正3（1914）年　・墨染に伏見水力発電所設置（現：関西電力墨染発電所）大正時代

明治5（1872）年　・伏水第一小学校開校（深草小学校の前身）明治時代

元和5（1619）年　・大津から大坂への街道（別名：東海道五十七次）が深草、大亀谷を通る江戸時代
文禄3（1594）年　・豊臣秀吉が「伏見城」を築城安土桃山時代

嘉祥3（850）年　・仁明天皇が深草陵に祀られる平安時代
和銅4（711）年　・農耕神を祀った「稲荷神社」が創建奈良時代

643年　・大和朝廷は深草に屯倉を設定する（秦氏が伏見を拠点とする）飛鳥時代

・深草西浦一帯に農耕村落が生まれる（深草遺跡）弥生時代

昭和7（1932）年開校時の藤ノ森
小学校の授業風景

直違橋通（伏見街道）を巡行する藤森祭
の深草郷神輿　昭和10（1935）年頃

茶畑が多かった深草中ノ島
町。初夏は茶摘みの人々で
賑わった　
昭和35（1960）年頃

陸軍練兵場跡地の深草西浦町。戦後はの
どかな田園風景に　昭和38（1963）年

昭和30年代の京阪電車墨染駅

毎日、茶畑や野菜畑で作業をし、
収穫物を耕運機に積んで家路へ
昭和30（1955）年頃

農家がならぶ筆坂（大津街道）で、
夏休みにラジオ体操をする子ども達　
昭和30（1955）年頃

宅地開発中の深草大亀谷万帖敷町から　
京都市内を一望する　昭和50（1975）年

師団街道・大岩街道交差点を通過する
東京オリンピック聖火ランナー　
昭和39（1964）年

砂川小学校校庭での集合写真。木造校舎が
残っていた　昭和48（1973）年

深草商店街・直違橋7丁目付近を走る
市バスと街並み　昭和63（1988）年

深草墨染町にあった撚糸工場
の糸巻き　昭和43（1968）年


